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ミッションへ取組み概要（自由記述，図表・画像挿入可）

ミッションに取り組む中で社会的課題として見えてきたこと（ミッションと深く関わる社会的な課題）

★中川 結理　（社会学部）3回生
★山田 都生奈（社会学部）3回生
★吉岡 愛華　（社会学部）3回生

少子高齢化が進行する地域で持続可能な
地域社会を目指す花を用いた提案を考え
る。地域経済の活性化や若い世代の移住
定住、地域コミュニティの濃密化といった
様々な課題を学生ならではの視点から解決
策を導き出す。

2021. 4. 21　　　2022. 2. 13 豊栄まちづくり委員会

佛教大学 豊栄クラス花いっぱいプロジェクト

取り組み：花を活用した地域活性化

①これまでの活動について
●毎月の豊栄まちづくり委員会の方々とのZoomミーティング
5/12、6/16、7/7、8/4、10/6、10/20、11/17(学生のみに変更 )、12/15、1/26

●豊栄地区での活動
7月3日　1回目の現地訪問
・ミーティング
・旧豊栄保育園の花壇の雑草除去
　ひまわりの苗の植栽
・豊栄地区周辺の視察

●その他の活動
・ブロッコリーブーケ紹介カード、作り方カード作成
・豊栄PRサイト作成

②提案について
・花壇の整備（花の植栽や雑草除去）の継続
　→豊栄の交流の場、魅力となるように旧豊栄保育園の花壇を整備する。
・ブロッコリーブーケ＆メッセージカード教室
　→まず豊栄の方々を対象にした教室を開くことによって、ブロッコリーブーケを認知していただき、
　　豊栄の名産になるようにする。また、教室は地域の方々の交流の場になる。ブロッコリーブーケや
　　メッセージカードをプレゼントすることも交流となる。
・豊栄とブロッコリーブーケの宣伝
　→豊栄のブロッコリーブーケの紹介カードや作り方のカードを、豊栄内の野菜売り場に置かせて
　　いただき、地域内外に宣伝する。ブロッコリーブーケだけでなく、豊栄の魅力も一緒に宣伝する。
　　

　少子高齢化や人口減少によって、地域の活気が失われることが課題である。現状は地域の知名度が低く、地
域外から訪れる人や移住してくる人が少ない。そこで、地域の魅力を引き出して、地域の方々自身から特別な魅
力を伝えられるようにすることが重要である。例えば、地域交流の場としてブロッコリーブーケ教室などを開催す
ることで楽しい居場所を作ったり、ブロッコリーブーケを新たな名産にしたりすることで豊栄の魅力をつくっていく。
　規格外商品となってしまう農産物の廃棄があることも課題である。規格外商品も活用して、地域経済の活性化
につながるようにすることが必要だ。例えばブロッコリーブーケには、規格外商品のブロッコリーも活用する。

11月14日　2回目の現地訪問
・花壇にビオラ、パンジー、
　チューリップの球根を植栽
・ブロッコリーブーケと
　メッセージカードの試作
・金木犀の植樹

2月13日　3回目の現地訪問
・現地報告会
・来年度の課題について
　ミーティング

ブロッコリーブーケと整備した花壇

紹介カード


